
08

　

平
成
25
年
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
を
、
５
月

８
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
議

会
の
新
し
い
組
織
構
成
の
ほ
か
、
専
決
処
分
の

承
認
な
ど
に
つ
い
て
、
可
決
・
承
認
・
同
意
・

推
薦
を
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略　

◎
＝
委
員
長
○
＝
副
委
員
長
）

◆
議
長　

太
田
博
勝

◆
副
議
長　

三
輪
正
善

◆
監
査
委
員　

幅　

永
典

◆
議
会
運
営
委
員
会
委
員

◎
長
屋
和
伸
○
波
多
野
源
司　

小
森
敬
直

　

後
藤
信
一　

山
藤
鉦
彦　

幅　

永
典

　

西
部
雅
之　

桜
井
幸
三

◆
常
任
委
員
会
委
員

総
務
厚
生
委
員
会

◎
山
藤
鉦
彦
○
田
中　

巧　

武
藤
隆
夫

　

小
森
敬
直　

幅　

永
典　

太
田
博
勝

　

丹
羽
栄
守　

松
田
文
男

文
教
経
済
委
員
会

◎
西
部
雅
之
○
土
屋
雅
義　

波
多
野
源
司

　

村
山
景
一　

猿
渡
直
樹　

鵜
飼
七
郎

　

三
輪
正
善　

市
川
隆
也

建
設
委
員
会

◎
足
立
将
裕
○
後
藤
信
一　

鷲
見　

勇

　

山
田
美
代
子　

山
田
菊
雄　

長
屋
和
伸

　

石
原
教
雅　

桜
井
幸
三

◆
特
別
委
員
会
委
員

公
共
交
通
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

◎
鵜
飼
七
郎
○
村
山
景
一

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

◎
西
部
雅
之
○
波
多
野
源
司

議
員
定
数
に
関
す
る
特
別
委
員
会

◎
長
屋
和
伸
○
土
屋
雅
義

◆
議
会
活
性
化
協
議
会

◎
長
屋
和
伸
○
村
山
景
一

◆
各
種
委
員
な
ど
（
議
会
選
出
）

岐
北
衛
生
施
設
利
用
組
合
議
員

　

太
田
博
勝　

三
輪
正
善　

武
藤
隆
夫

　

鵜
飼
七
郎　

長
屋
和
伸

民
生
委
員
推
薦
会
委
員

　

山
田
美
代
子

青
少
年
問
題
協
議
会
委
員

　

猿
渡
直
樹

都
市
計
画
審
議
会
委
員

　

村
山
景
一　

小
森
敬
直　

田
中　

巧

　

足
立
将
裕　

松
田
文
男

中
濃
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合
議
員

　

太
田
博
勝　

波
多
野
源
司　

鷲
見　

勇

　

武
藤
隆
夫　

西
部
雅
之　

長
屋
和
伸

 

審
議
の
結
果

◎
可
決
・
承
認
・
同
意
・
推
薦
分

▼
財
産
の
取
得
（
関
市
消
防
団
車
両
（
小
型
動

力
ポ
ン
プ
積
載
車
・
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
））

▼
専
決
処
分
の
承
認
《
平
成
24
年
度
関
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）、
平
成
24
年
度
関

市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）、
関
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、

関
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
、
関
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
》

▼
関
市
小
野
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任

▼
関
市
監
査
委
員
の
選
任
（
幅　

永
典
）
農
業

委
員
会
委
員
の
推
薦
（
武
藤
隆
夫
）

▼
議
会
運
営
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査

　

平
成
25
年
市
議
会
第
２
回
定
例
会
を
、
６
月

３
日
か
ら
21
日
ま
で
の
19
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
条
例
関
係
９
件
、
一
般
議

案
７
件
、
報
告
３
件
、
総
額
１
億
５
２
２
万
６

０
０
０
円
を
減
額
す
る
補
正
予
算
５
件
、
議
員

提
案
２
件
、
議
員
派
遣
１
件
、
閉
会
中
の
継
続

調
査
の
合
わ
せ
て
28
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
審

議
日
程
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

▼
６
月
３
日
の
本
会
議
１
日
目
は
、
会
期
を
19

日
間
と
決
め
た
後
、
議
案
の
提
案
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

▼
11
日
の
本
会
議
２
日
目
は
議
案
質
疑
を
行
い
、

条
例
の
一
部
改
正
１
件
、
工
事
請
負
契
約
の
締

結
な
ど
一
般
議
案
６
件
を
可
決
し
ま
し
た
。
条

例
の
改
正
や
平
成
25
年
度
関
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
な
ど
10
件
を
そ
れ
ぞ
れ
所
管

の
各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。
続
い
て

代
表
質
問
、
午
後
か
ら
一
般
質
問
を
行
い
、
通

告
者
15
人
の
う
ち
５
人
が
当
局
の
姿
勢
や
方
針

に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
12
日
の
本
会
議
３
日
目
は
５
人
が
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

▼
13
日
の
本
会
議
４
日
目
は
５
人
が
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
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市
議
会
第
1
回
臨
時
会

市
議
会
第
2
回
定
例
会
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▼
14
・
17
・
18
日
は
付
託
案
件
の
委
員
会
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

▼
21
日
の
本
会
議
５
日
目
は
、
各
常
任
委
員
長

か
ら
付
託
案
件
の
委
員
会
審
査
結
果
の
報
告
が

行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
各
常
任
委
員
長
の
報

告
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
か
ら
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
な
ど
４
件
が
追
加
提
案
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
議
員
か
ら
は
議

員
報
酬
に
関
す
る
条
例
案
の
ほ
か
、
意
見
書
１

件
が
提
案
さ
れ
可
決
し
、
閉
会
中
の
継
続
調
査

１
件
と
議
員
派
遣
１
件
を
可
決
し
て
、
今
定
例

会
に
付
議
さ
れ
た
案
件
を
す
べ
て
議
了
し
て
閉

会
し
ま
し
た
。

 

代
表
質
問

　
公
共
施
設
更
新
問
題

質
問　

公
共
施
設
再
配
置
の
方
針
は

　

答
弁　

公
共
施
設
は
そ
の
機
能
を
重
視
し
て

で
き
る
限
り
維
持
し
つ
つ
、
施
設
の
総
量
を
削

減
し
て
い
く
と
い
う
発
想
で
判
断
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
一
定
の
ル
ー
ル
作
り
が
必

要
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
公
共
施
設
再

配
置
策
定
調
整
会
議
を
設
置
し
、
公
共
施
設
白

書
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
ほ
か
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
す
る
な
ど
広
く
意
見
を
集
約
し
て
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

今
後
具
体
的
な
更
新
作
業
を
進
め
て
い
く
た
め

に
は
、
専
門
的
に
取
り
組
む
セ
ク
シ
ョ
ン
の
設

置
も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
風
し
ん
の
予
防
接
種

質
問　

助
成
の
対
象
者
と
助
成
額
は

　

答
弁　

23
歳
以
上
の
妊
娠
を
予
定
ま
た
は

希
望
し
て
い
る
女
性
と
、
妊
娠
し
て
い
る
女
性

の
配
偶
者
を
対
象
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
風
し

ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
、
風
し
ん
の
予

防
接
種
歴
が
あ
る
方
、
妊
婦
検
診
で
風
し
ん
の

抗
体
が
十
分
に
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
妊
婦
の
配

偶
者
は
除
外
し
ま
す
。
一
人
あ
た
り
の
助
成
額

は
８
０
０
０
円
を
上
限
と
す
る
助
成
で
す
の
で
、

接
種
料
を
１
万
円
と
仮
定
す
る
と
個
人
負
担
と

し
て
２
０
０
０
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
任
意
接
種
で
あ
る
こ
と
か
ら
受
益
者
負
担

を
一
定
程
度
お
願
い
す
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え

方
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
市
の
活
性
化
策

質
問　

名
古
屋
行
き
直
通
高
速
バ
ス
は

　

答
弁　

高
速
名
古
屋
線
は
、
関
市
役
所
を
は

じ
め
、
せ
き
東
山
、
新
田
、
赤
土
坂
な
ど
11
カ

所
の
バ
ス
停
を
経
由
し
て
名
古
屋
に
向
か
い
１

時
間
28
～
45
分
で
結
ん
で
い
ま
す
。
市
役
所
な

ど
主
要
バ
ス
停
の
み
を
経
由
し
て
名
古
屋
へ
向

か
う
経
路
の
新
設
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
事
業
者

か
ら
対
応
は
難
し
い
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
関

駅
西
口
駅
前
広
場
に
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
整
備

す
る
中
で
、
便
利
で
利
用
し
や
す
い
交
通
体
系

と
な
る
よ
う
、
バ
ス
事
業
者
に
要
望
し
て
い
き

ま
す
。

 

一
般
質
問

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

質
問　

民
間
委
託
で
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は

　

答
弁　

来
年
度
以
降
に
業
務
を
受
託
し
て
い

た
だ
く
事
業
者
に
は
、
内
定
後
に
来
年
３
月
ま

で
業
務
の
引
き
継
ぎ
期
間
と
し
て
、
受
託
事
業

者
か
ら
中
心
と
な
る
職
員
を
派
遣
し
て
い
た
だ

き
、
平
成
26
年
度
か
ら
の
業
務
委
託
が
順
調
に

進
む
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
く
予
定
で
、
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
十
分
配
慮
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
統
括
調
整
を
す
る
係
を
高
齢
福
祉
課
内
に

置
き
、
委
託
先
の
事
業
者
に
対
し
い
ろ
い
ろ
な

支
援
、
指
導
を
行
い
ま
す
。

質
問　

民
間
委
託
実
施
に
向
け
た
計
画
は

　

答
弁　

来
年
度
か
ら
の
民
間
委
託
に
お
い
て
、

今
後
は
８
月
中
旬
に
書
類
審
査
、
９
月
上
旬
に

受
託
事
業
者
を
決
定
し
、
平
成
26
年
３
月
ま
で

を
引
き
継
ぎ
・
準
備
期
間
と
し
、
４
月
１
日
か

ら
民
間
事
業
者
に
よ
る
業
務
を
開
始
す
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
す
。
ま
た
、
業
務
委
託
に
あ
た
っ

て
は
、
わ
か
り
や
す
い
中
立
公
平
な
名
称
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
振
興
予
算

質
問　

課
題
と
そ
の
改
善
方
法
は

　

答
弁　

昨
年
度
の
地
域
振
興
予
算
を
検
証

す
る
と
、
一
部
に
は
、
本
来
各
課
の
目
的
別
の

予
算
で
執
行
す
べ
き
事
業
が
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
緊
急
性
な
ど
を
考
慮
し
地
域
振

興
予
算
で
対
応
し
た
も
の
で
す
が
、
多
額
に
な

る
と
本
来
の
目
的
で
あ
る
地
域
特
有
の
課
題
や

地
域
の
特
色
あ
る
事
業
が
執
行
で
き
な
く
な
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
昨
年
度
の
経
験
を

も
と
に
、
本
来
の
主
旨
か
ら
逸
脱
し
な
い
よ
う

効
果
的
な
予
算
執
行
に
努
め
ま
す
。
ま
た
今
年

度
か
ら
は
事
務
所
長
に
予
算
執
行
権
、
予
算
流

用
の
権
限
を
追
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
予
算
執

行
の
自
由
度
が
増
し
、
地
域
振
興
予
算
が
地
域

の
課
題
に
即
し
て
予
算
執
行
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
よ
り
有
効

活
用
で
き
る
よ
う
必
要
に
応
じ
て
改
善
し
て
い

き
ま
す
。
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質
問　

消
防
車
両
の
配
置
の
見
直
し
は

　

答
弁　

再
編
計
画
で
の
車
両
数
は
、
各
地
域

の
消
防
団
員
の
人
数
や
車
庫
の
老
朽
化
、
耐
震

性
能
の
状
況
、
消
防
団
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で

得
ら
れ
た
地
域
の
事
情
を
慎
重
に
考
慮
し
推
計

し
ま
し
た
。
ま
た
、
車
両
を
減
ら
す
こ
と
で
地
域

の
皆
さ
ん
が
不
安
に
な
ら
な
い
よ
う
、
整
理
対

象
車
両
に
積
載
さ
れ
て
い
る
可
搬
ポ
ン
プ
を
ど

な
た
で
も
使
用
で
き
る
自
主
防
災
用
と
し
て
使

用
可
能
な
空
き
車
庫
な
ど
に
配
備
し
、
消
防
士
、

消
防
団
Ｏ
Ｂ
を
登
用
す
る
災
害
支
援
団
員
制
度

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
昼
間
の
消
防
力
低
下
の

対
策
に
つ
な
げ
消
防
力
の
維
持
を
図
り
ま
す
。

　
災
害
対
策

質
問　

市
内
に
福
祉
避
難
所
は
あ
る
か

　

答
弁　

関
市
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
、
指

定
避
難
所
で
避
難
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
困
難

な
方
で
、
介
護
、
援
護
を
必
要
と
し
て
い
る
人

が
利
用
す
る
た
め
の
二
次
避
難
所
と
し
て
公
立

保
育
園
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
20
カ
所
を

指
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
福
祉

避
難
所
の
多
く
は
、
災
害
時
に
福
祉
避
難
所
と

し
て
の
機
能
を
果
た
す
上
で
、
新
た
に
設
備
、

器
材
の
準
備
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、今
年
度
、

市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、障
が
い
者
入
所

施
設
な
ど
に
協
力
を
依
頼
し
、
10
施
設
程
度
の

民
間
福
祉
施
設
と
協
定
を
締
結
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
農
業
政
策

質
問　

新
規
就
農
者
に
対
す
る
支
援
は

　

答
弁　

新
規
就
農
者
を
支
援
す
る
制
度
は
、

平
成
24
年
度
か
ら
国
の
事
業
と
し
て
始
ま
っ
た

青
年
就
農
給
付
金
の
制
度
が
あ
り
、
今
年
度
は

６
経
営
体
の
支
援
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
市
に

お
け
る
支
援
体
制
と
し
て
は
、
農
協
や
県
、
指

導
農
業
士
や
中
濃
地
域
の
行
政
機
関
と
連
携
し
、

新
規
就
農
者
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
就
農

相
談
か
ら
就
農
定
着
ま
で
を
支
援
す
る
体
制
を

と
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
度
か
ら
、
国
の
助

成
制
度
以
外
に
、
市
単
独
の
助
成
制
度
を
開
始

し
、
新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
職
員
の
収
賄
事
件

質
問　

再
発
防
止
の
取
り
組
み
は

　

答
弁　

二
度
と
事
件
を
引
き
起
こ
さ
な
い

た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
お
い
て
、
勤
務

中
の
職
務
態
度
、
取
り
組
み
姿
勢
な
ど
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
体
制
づ
く
り
、
長
年
同
じ
職
場
で
同

じ
業
務
に
携
わ
る
よ
う
な
職
員
配
置
の
見
直
し
、

継
続
的
に
職
員
へ
啓
発
を
行
う
仕
組
み
な
ど
の

改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
水
道
部
に
つ

い
て
は
過
去
の
契
約
内
容
を
速
や
か
に
公
表
し

た
い
と
考
え
、
そ
の
他
の
随
意
契
約
に
つ
い
て

も
情
報
公
開
を
行
う
よ
う
、
統
一
的
な
公
表
方

法
、
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
高
齢
者
の
健
康
対
策

質
問　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
入
浴
事
業
の
実
績

と
今
後
は

　

答
弁　

昨
年
８
月
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
事
業

で
は
、
３
月
ま
で
の
８
カ
月
間
で
１
７
６
６
人
、

１
万
１
２
５
６
枚
の
入
浴
助
成
券
を
交
付
し
、

実
際
に
は
５
８
９
７
枚
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

利
用
者
か
ら
は
「
定
期
的
に
温
泉
が
利
用
で
き

て
あ
り
が
た
い
」
と
の
声
も
聞
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
交
付
率
は
ま
だ
低
い
の
で
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
事
業
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
団
体
へ

の
周
知
を
図
り
、
一
人
で
も
多
く
の
高
齢
者
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
、
心
身
と
も
に
健
康
な
生

活
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
高
速
道
路
網

質
問　

東
海
環
状
自
動
車
道
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
計
画
は

　

答
弁　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
は
、
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
を
補
完
す
る
施
設
と
し
て
平
常
時
や
緊

急
時
に
大
変
有
効
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
財
政
的
に
も
非
常
に
厳
し
い
中
、
ま
ず

は
身
近
な
課
題
か
ら
優
先
し
て
整
備
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
新
た
に
予
算
を
付
け
て
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の
設
置
可
能
調
査
を
行
う
こ
と

は
控
え
ま
す
が
、
今
後
も
高
速
道
路
や
主
要
な

国
道
・
県
道
な
ど
の
整
備
状
況
や
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
な
ど
の
施
設
の
状
況
、
効
果
な
ど
の
情
報

収
集
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

質
問　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
建
設
計
画
は

　

答
弁　

今
年
度
は
西
部
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、

洞
戸
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
来
年
度
以
降
は
瀬
尻
お
よ
び
富
岡
小

学
校
校
下
で
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を

行
う
計
画
で
す
。
瀬
尻
地
区
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
は
現
在
、
瀬
尻
保
育
園
隣
接
の
市
有
地
を

建
設
予
定
と
し
て
、
地
元
、
保
育
園
、
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
と
協
議
し
て
お
り
、
平
成
27
年

度
に
は
建
設
で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

富
岡
地
区
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
平
賀
第
一

土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
に
建
設
す
る
よ
う
計

画
し
て
お
り
、
平
成
28
年
度
に
設
計
、
翌
年
度

に
建
設
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
再
編
計
画
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質
問　

市
営
住
宅
と
子
育
て
支
援
の
一
体
的
な

取
り
組
み
を

　

答
弁　

市
営
住
宅
は
住
宅
に
困
窮
す
る
低
所

得
者
を
対
象
に
整
備
さ
れ
た
住
宅
で
あ
り
、
広

く
公
平
に
利
用
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
対
象
者
を
限
定
し
な
い

で
公
募
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
関
市

の
人
口
は
減
少
に
転
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市

営
住
宅
の
一
つ
の
対
策
と
し
て
、
子
育
て
世
帯

を
優
先
的
に
入
居
さ
せ
る
こ
と
は
人
口
増
あ
る

い
は
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
他
市
で
は
子
育
て
世
帯
や
入

居
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
環
境
整

備
を
図
っ
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

れ
ら
を
参
考
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
行
政
組
織
の
運
営

質
問　

部
局
長
実
行
宣
言
は

　

答
弁　

市
長
の
市
政
運
営
方
針
に
沿
っ
て
業

務
を
実
際
に
進
め
る
各
部
局
に
お
い
て
、
そ
の

運
営
責
任
者
で
あ
る
各
部
局
長
が
１
年
間
を
通

し
て
ど
の
よ
う
な
姿
勢
や
方
針
で
行
政
運
営
を

行
う
の
か
、
ま
た
掲
げ
た
課
題
や
目
標
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
を
明
ら
か
に
し

た
も
の
が
「
部
局
長
実
行
宣
言
」
で
す
。
ま
た
、

第
４
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
重
点
化
な
ど
の
メ
リ
ハ

リ
を
つ
け
る
役
割
も
担
い
、
市
が
当
該
年
度
に

お
い
て
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
や
事
業
の
内

容
、
そ
の
結
果
を
部
局
ご
と
に
市
民
の
皆
さ
ん

に
見
え
る
形
で
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
政

運
営
の
透
明
性
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

 

審
議
の
結
果

◎
６
月
11
日
可
決
・
報
告
分

▼
関
市
地
区
公
民
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
▼
工
事
請
負
契
約
の

締
結
（
関
商
工
高
等
学
校
機
械
実
習
棟
１
新
築

（
建
築
）
工
事
、
旭
ヶ
丘
小
学
校
西
棟
西
舎
耐

震
補
強
（
建
築
）
工
事
、
緑
ヶ
丘
中
学
校
北
舎

改
築
（
建
築
）
工
事
）
▼
財
産
の
無
償
譲
渡
（
関

市
洞
戸
尾
倉
集
会
場
、
関
市
洞
戸
黒
谷
集
会
場
、

関
市
下
之
保
殿
村
集
会
場
）
▼
平
成
24
年
度
関

市
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

▼
平
成
24
年
度
関
市
下
水
道
特
別
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
▼
平
成
24
年
度
関
市

上
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
の
報
告

◎
６
月
21
日
可
決
・
承
認
分

▼
関
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
▼
関
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
改
正
▼
関
市
福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
▼
関
市
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
条
例
の
制
定
▼
関
市
墓
地
公
園
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
一
部
改
正
▼
関
市
特
別
職
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
▼
関
市
職
員
の
給
与

の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
▼
関
市
特

別
職
職
員
及
び
教
育
長
の
給
与
の
臨
時
特
例
に

関
す
る
条
例
の
制
定
▼
平
成
25
年
度
関
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
、
第
２
号
）
▼
平
成

25
年
度
関
市
特
別
会
計
補
正
予
算《
下
水
道（
第

１
号
）、
介
護
保
険
事
業
（
第
１
号
）、
後
期
高

齢
者
医
療
（
第
１
号
）》
▼
工
事
請
負
契
約
の

締
結
（
西
部
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
建
設
（
建
築
）

工
事
）
▼
関
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
の
臨
時

特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
▼
地
方
財
政
の
充

実
・
強
化
及
び
地
方
自
治
の
尊
重
を
求
め
る
意

見
書
▼
各
常
任
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査

▼
議
員
派
遣
（
岐
阜
県
人
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
１
０

０
周
年
記
念
式
典
及
び
モ
ジ
・
ダ
ス
・
ク
ル
ー

ゼ
ス
市
親
善
訪
問
事
業
）

 
議
員
報
酬
の
減
額
措
置

　

今
定
例
会
で
市
長
か
ら
職
員
、
特
別
職
（
市

長
・
副
市
長
）、
教
育
長
の
給
与
を
減
額
す
る

議
案
が
追
加
提
案
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
議
員
報
酬
に
つ
い
て
も
同
様
に
減

額
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
検
討
が
議
員
間
で

行
わ
れ
、
議
会
最
終
日
に
提
案
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
長
や
職
員
と
同
じ
く
、

議
員
報
酬
は
平
成
25
年
７
月
か
ら
平
成
26
年
３

月
ま
で
８
％
が
減
額
さ
れ
て
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

◆
関
市
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　

議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
ま
た
、

本
会
議
開
会
時
間
の
み
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
市
議
会
ラ
イ
ブ
中
継
を
放
送
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
議
員
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
録
画
配
信

を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
関
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

議
会
か
ら
お
知
ら
せ
や
会
議
の
日
程
な
ど
市

議
会
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
http://w

w
w
.city.seki.lg.jp/

◆
次
の
定
例
会
は

　

９
月
10
日
（
火
）
開
会
の
予
定
で
す
。

　

議
会
の
日
程
は
、
開
会
日
の
概
ね
１
週
間
前

に
開
催
さ
れ
る
議
会
運
営
委
員
会
で
決
定
し
ま

す
。

■
照
会
先 　

議
会
事
務
局 

☎
23
―
９
０
６
８

　
子
育
て
支
援
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初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
楽
し
め
る
バ
イ

ク
ト
ラ
イ
ア
ル
の
ロ
ー
カ
ル
大
会
で
す
。
前

日
に
は
講
習
会
も
開
催
し
ま
す
。

【
バ
イ
ク
ト
ラ
イ
ア
ル
ス
ク
ー
ル
】

▽
日
時　

９
月
７
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４

　

時
（
受
付
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分
）　

　

※
雨
天
中
止

▽
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

▽
講
師　

ア
ン
テ
ィ
ロ
ー
プ
ス
の
皆
さ
ん

▽
持
ち
物　

ヘ
ル
メ
ッ
ト

▽
そ
の
他　

貸
出
自
転
車
あ
り
（
台
数
に
限

　

り
あ
り
。
翌
日
の
大
会
に
参
加
す
る
方
は

　

引
き
続
き
利
用
可
能
）

【
か
ぶ
ど
ん
大
会
】

▽
日
時　

９
月
８
日（
日
）午
前
11
時
ス
タ
ー

　

ト
（
受
付
＝
午
前
10
時
～
10
時
30
分
）

　

※
小
雨
決
行

▽
競
技
内
容　

６
セ
ク
シ
ョ
ン
×
２
ラ
ッ
プ

　

（
難
易
度
別
ク
ラ
ス
分
け
）

　

※
数
人
で
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
採
点
し
合

　

い
ま
す
。

▽
持
ち
物　

ヘ
ル
メ
ッ
ト

▽
そ
の
他　

貸
出
自
転
車
な
し

■
場
所　

板
取
21
世
紀
の
森
公
園

■
参
加
費　

▽
ス
ク
ー
ル
＝
無
料　

▽
大
会

　

＝
１
０
０
０
円

■
申
込
・
照
会
先　

８
月
30
日
（
金
）
ま
で

　

に
、
自
然
と
冒
険
ス
ポ
ー
ツ
村
実
行
委
員

　

会
事
務
局
（
板
取
事
務
所
内
☎
０
５
８
１

　

―
57
―
２
１
１
１　

０
５
８
１
―
57
―

　

２
１
３
５
）

　

ほ
ら
ど
キ
ウ
イ
マ
ラ
ソ
ン
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
お
い
し
い

季
節
に
、
あ
な
た
も
マ
ラ
ソ
ン
で
楽
し
い
休

日
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

11
月
24
日
（
日
）
※
雨
天
決
行

▽
受
付
＝
午
前
８
時
～
９
時
30
分

▽
開
会
式
＝
午
前
８
時
30
分

■
発
着
点　

洞
戸
事
務
所
周
辺

■
種
目
（
３
種
目
15
部
門
）

【
10
キ
ロ
コ
ー
ス
】

▽
39
歳
以
下（
中
学
生
以
下
を
除
く
男
子
・
女
子
）

▽
40
歳
代
（
男
子
・
女
子
）

▽
50
歳
代
（
男
子
）

▽
50
歳
以
上
（
女
子
）

▽
60
歳
以
上
（
男
子
）

【
５
キ
ロ
コ
ー
ス
】

▽
59
歳
以
下（
中
学
生
以
下
を
除
く
男
子
・
女
子
）

▽
60
歳
以
上
（
男
子
・
女
子
）

【
３
キ
ロ
コ
ー
ス
】

▽
小
学
生
（
３
年
生
以
上
男
子
・
女
子
）

▽
中
学
生
（
男
子
・
女
子
）

※
本
年
は
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
３
キ
ロ
の

　

高
校
生
の
部
、
一
般
男
子
・
女
子
の
部
並

　

び
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
は
休
止

■
定
員　

▽
10
キ
ロ
＝
９
０
０
人　

▽
５
キ

　

ロ
＝
５
０
０
人　

▽
３
キ
ロ
＝
３
０
０
人

  

（
各
部
門
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
参
加
費　

▽
一
般
＝
４
０
０
０
円　

▽
高

　

校
生
＝
３
０
０
０
円　

▽
小
・
中
学
生
＝

　

２
０
０
０
円

■
参
加
賞　

大
会
冊
子
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
（
小
・

　

中
学
生
は
タ
オ
ル
）
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

※
完
走
者
に
は
完
走
証
、
高
賀
の
森
水

■
表
彰　

各
部
門
と
も
１
～
３
位
、
キ
ウ
イ

　
（
９
位
）
賞
、
そ
の
他
特
別
賞

■
申
込
方
法

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ト

　
「
ラ
ン
ネ
ッ
ト（http://runnet.jp/

）
」

　

か
ら
必
要
事
項
を
入
力
。ク
レ
ジ
ッ
ト　

　

カ
ー
ド
、コ
ン
ビ
ニ
窓
口
で
参
加
費
を
納
入

②
募
集
要
項
の
郵
便
振
替
票
に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
、
参
加
費
を
添
え
て
郵
便
局
か
ら

　

申
し
込
む

■
申
込
期
間　

８
月
６
日（
火
）～
30
日（
金
）

※
郵
便
振
替
に
よ
る
申
し
込
み
は
８
月
15
日  

　
（
木
）
ま
で

■
照
会
先　

▽
ほ
ら
ど
キ
ウ
イ
マ
ラ
ソ
ン

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局（
洞
戸
事
務
所

内
☎
０
５
８
１
―
58
―
２
１
１
１　

０
５
８
１
―
58
―
２
２
４
１
）　

▽
ほ
ら

ど
ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
☎
０
５
８
１
―

58
―
２
１
１
５　

※
月
曜
休
み
）

広報せき 2013.8.1
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◆
募
集
期
間　

8
月
1
日（
木
）～
30
日（
金
）

◆
助
成
内
容

【
き
ら
め
き
市
民
活
動
助
成
金
】

▽
対
象
団
体　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
市
民
活
動
団
体

▽
対
象
事
業　

市
民
公
益
事
業

▽
助
成
率　

事
業
費
の
３
分
の
２

▽
助
成
金　

10
万
円
以
上
１
０
０
万
円
以
内

※
公
開
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
会

　

で
決
定（
９
月
中
旬
を
予
定
）

【
い
き
い
き
市
民
活
動
助
成
金
】

▽
対
象
団
体　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
市
民
活
動
団
体

▽
対
象
事
業　

　
「
ま
ち
な
か
活
性
化
の
た
め
の
ワ
ー
シ
ョ
ッ

　

プ
の
企
画
運
営
」

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
ア

　

イ
デ
ア
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

▽
助
成
率　

事
業
費
の
10
分
の
10

▽
助
成
金　

30
万
円
以
内

※
公
開
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
会

　

で
決
定（
９
月
中
旬
を
予
定
）

◆
提
出
書
類　

助
成
金
申
請
書
、事
業
計
画

　

書
、収
支
計
画
書
、団
体
調
書
な
ど

※
書
式
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

　

ー
ド
で
き
ま
す
。

※
と
き
め
き
市
民
活
動
助
成
金（
初
動
支
援

　

型
）は
随
時
受
け
付
け
し
ま
す
。

◆
申
込
・
照
会
先　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
☎
24
―
7
7
7
2　

24
―
7
6
6
0
）

　

市
民
協
働
課
（
☎
23
―
７
７
１
１　

23

　

―
７
７
４
4
） 

　
市
内
で
活
動
す
る
団
体
が
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
行
う
公
益
事
業
に

対
し
て
助
成
し
ま
す
。
助
成
金
を
希
望
す
る
団
体
は
次
の
と
お
り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
は
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
市
民
協
働
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平成25年度
後　期

回 期日・会場 テーマ・学習内容 講 師（敬称略）

1 9月  5日（木）
ギャラリー

深く感じ、広く考える －人権問題にこころをひらくために－
　「人の不幸はいくらでも辛抱できる」といいます。人の苦しみ、悲しみ、憂さ・辛さに思
いを寄せることからすべては始まります。それを考えるきっかけにします。

藤田敬一
〔県人権懇話会会長〕

〔元岐阜大学教授〕

2 9月19日（木）
ギャラリー

高齢者の人権
　介護が必要になったり、認知症になったりしても、その人らしく最期まで安心して暮らせ
る方法を一緒に考えましょう。

小林月子
〔岐阜大学教授〕

〔県人権教育協議会委員〕

3 10月10日（木）
ギャラリー

映画で出会う人権問題
　子どものころや学校で出会う人権問題をはじめ、卒業、結婚、親になるときなど、人生
の節目で出会う人権問題について映画を題材に考察します。

近藤良一
〔羽島歴史民俗資料館長〕

4 10月24日（木）
2-1研修室

車椅子から見える世界
　不慮の事故に遭い、車椅子生活になった私がどのように障がいを乗り越えたのか。「障
がい者」としての話のほか就職・結婚・子育ての話も笑いを交えて話します。

北村祐次
〔社会福祉士〕

5 11月14日（木）
ギャラリー

ネット・ケータイ　どこがキケン？
　インターネットは大変便利なものです。しかし個人のプライバシーを侵害する事案も報
告されています。実例を基に、その予防と対応について一緒に考えましょう。

酒井統康
〔美濃教育事務所指導主事〕

●時　間
●場　所
●定　員

：午後7時～8時45分
：わかくさ・プラザ「学習情報館2階」
：30人（申し込み順）※原則全回受講できる方　
（一部受講希望の場合は、相談してください）

●参加費
●申込先

：無料
：8月20日（火）までに生涯学習課
（☎23―7777）

　「人権の世紀」といわれる今日、女性や高齢者、児童に対する虐待や昨今大きく取り上げられている体罰などの問題が多発し、障が
い者を取り巻く状況も大きく変わってきています。
　このような中、一人一人の人権が尊重され、地域でふれあい、安心して行動できる社会環境が求められています。講座を受講して人
権感覚を磨きませんか。

いきいき 生き合い講座
人権感覚を

磨きませんか

平成25年度受講生募集



　

気
象
庁
で
は
こ
れ
ま
で
、
大
雨
や
津
波
、
高
潮
な
ど
に
よ

り
重
大
な
災
害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
時
に
、
警
報
を
発

表
し
て
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
よ
り
甚
だ
し
い
大

雨
や
大
き
な
津
波
な
ど
が
予
想
さ
れ
、
重
大
な
災
害
に
よ
る

危
険
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
、
特
別
な
警
戒

を
呼
び
か
け
る
た
め
、
８
月
下
旬
ま
で
に
新
た
に
「
特
別
警

報
」
を
発
表
し
ま
す
。
特
別
警
報
の
対
象
と
す
る
現
象
は
、

紀
伊
半
島
に
重
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
平
成
23
年
台
風

第
12
号
」
の
豪
雨
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

特
別
警
報
が
出
た
場
合
、
お
住
ま
い
の
地
域
は
数
十
年
に

一
度
し
か
な
い
よ
う
な
非
常
に
危
険
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

屋
外
の
状
況
や
、
避
難
指
示
・
勧
告
な
ど
に
留
意
し
、
た
だ

ち
に
命
を
守
る
た
め
の
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
雨
な
ど
の
場
合
に
は
、
時
間
を
追
っ
て
発
表
さ

れ
る
注
意
報
、
警
報
や
そ
の
他
の
気
象
情
報
を
活
用
し
て
、

早
め
早
め
の
行
動
を
と
る
こ
と
が
あ
な
た
や
家
族
の
命
を
守

り
ま
す
。

◆
特
別
警
報
の
詳
細
は

　

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
http://w

w
w
.jm
a.go.jp/jm

a/kishou/know
/　　
　

　
tokubetsu-keiho/index.htm

l

◆
照
会
先　

気
象
庁
岐
阜
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課
（
☎
０

　

５
８
―
２
７
１
―
４
１
０
８
）
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土
地
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
の
土
地
の
利
用
状
況
に
よ
っ
て
地
目
を
認
定

し
、
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

地
目
の
認
定
は
、
原
則
と
し
て
一
筆
ご
と
に

行
い
、
そ
の
土
地
の
利
用
状
況
に
部
分
的
に
違

い
が
あ
る
場
合
で
も
、
そ
の
土
地
全
体
の
状
況

や
利
用
目
的
を
観
察
し
て
判
断
し
ま
す
。

　

土
地
登
記
簿
上
の
地
目
と
現
況
の
地
目
と
が

一
致
し
て
い
な
い
場
合
は
、
登
記
簿
上
の
地
目

に
関
わ
ら
ず
利
用
状
況
に
よ
り
課
税
地
目
を
決

定
し
ま
す
。
こ
の
課
税
地
目
は
、
納
税
通
知
書

に
同
封
の
課
税
明
細
書
の
現
況
地
目
欄
で
確
認

で
き
ま
す
。

　

課
税
地
目
と
異
な
る
利
用
状
況
に
変
更
し
た

時
は
、
地
目
変
更
報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
地
目
変
更
報
告
書
に
よ
り
、
現
況
を

確
認
し
ま
す
。
報
告
書
は
、
税
務
課
、
地
域
事

務
所
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き

ま
す
。

◆
報
告
書
の
提
出
が
必
要
な
例

①
家
屋
を
取
り
壊
し
て
更
地
に
し
、
駐
車
場
な

ど
に
し
た
と
き

②
家
屋
を
取
り
壊
し
て
更
地
に
し
、
耕
土
を
搬

入
し
て
肥
培
管
理
を
行
い
、
畑
作
な
ど
を

行
っ
た
と
き

③
畑
作
な
ど
を
行
っ
て
い
た
土
地
を
埋
め
立
て

て
駐
車
場
な
ど
に
し
た
と
き

◆
注
意
事
項

▽
農
地
を
農
地
以
外
の
地
目
に
す
る
場
合
は
、

農
業
委
員
会
へ
農
地
転
用
許
可
を
申
請
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
法
務
局
へ
地
目
変
更
の
登
記
を
す
る
場
合
は
、

税
務
課
へ
の
報
告
書
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

　

建
物
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
で
建
っ
て
い
る
建
物
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
１
月
１
日
以
前
に
取
り
壊
さ
れ
た

建
物
で
あ
っ
て
も
、
取
り
壊
さ
れ
た
こ
と
が
確

認
で
き
な
い
建
物
に
つ
い
て
は
、
翌
年
以
降
も

課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
建
物
の
取
り
壊
し
を
確

認
す
る
方
法
と
し
て
「
家
屋
取
り
壊
し
届
出
書
」

（
認
印
が
必
要
）
の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
建
物
を
取
り
壊
さ
れ
た
方
で
、
こ
の

届
出
書
を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
ご
提
出

く
だ
さ
い
。
な
お
、
届
出
書
は
、
税
務
課
、
地

域
事
務
所
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

で
き
ま
す
。

◆
照
会
先　

税
務
課
土
地
係
（
☎
23
―
７
７
３

１
）・
家
屋
係
（
☎
23
―
８
７
８
３　

21
―

２
３
０
８
）



●
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
さ
せ
な
い

　

動
物
は
、
運
動
不
足
な
ど
で
ス
ト
レ
ス
が

た
ま
る
と
無
駄
に
吠
え
た
り
、
体
調
を
崩
し

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
無
駄
吠
え
は

ご
近
所
ト
ラ
ブ
ル
の
元
と
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
適
度
な
運
動
を
行
い
、
生
活
環
境
を

整
え
ま
し
ょ
う
。

●
で
き
る
だ
け
室
内
で
飼
う

　

ペ
ッ
ト
は
で
き
る
だ
け
室
内
で
飼
育
し
て

く
だ
さ
い
。犬
を
屋
外
で
飼
育
す
る
と
き
も
、

必
ず
リ
ー
ド
な
ど
で
繋
ぐ
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
散
歩
中
は
、
犬
に
は
必
ず
首

輪
・
綱
な
ど
を
付
け
、
飼
い
主
明
示
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
適
切
な
フ
ン
の
処
理
を
行
う

　

排
泄
は
家
で
す
る
よ
う
に
し
つ
け
て
く
だ

さ
い
。
散
歩
な
ど
外
出
時
に
フ
ン
を
し
た
と

き
は
、
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
片
づ
け
て

く
だ
さ
い
。放
置
す
る
と
条
例
違
反
に
な
り
、

罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
最
後
ま
で
責
任
を
持
つ

　

ペ
ッ
ト
を
捨
て
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
飼
い

主
と
し
て
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼
育
す

る
か
、
や
む
を
得
ず
飼
え
な
く
な
っ
た
時
は

新
し
い
飼
い
主
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。
捨
て

ら
れ
る
と
、
周
囲
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

●
む
や
み
に
餌
を
与
え
な
い

　

動
物
を
飼
う
意
志
が
な
い
と
き
は
絶
対
に

無
責
任
な
餌
や
り
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

餌
を
与
え
る
と
、
そ
の
ま
ま
そ
こ
に
住
み
着

い
て
し
ま
い
、
と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
フ
ン
・
尿

を
し
た
り
、ご
み
置
き
場
を
散
ら
か
す
な
ど
、

周
囲
に
大
変
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

●
飼
い
犬
が
逃
げ
て
し
ま
っ
た
ら

　

す
ぐ
に
保
健
所
と
警
察
署
へ
届
け
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
迷
い
犬
を
見
か
け
た
場
合
も

同
様
で
す
。

●
狂
犬
病
の
予
防
注
射

　

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
生
後
91
日
以
上
の

犬
に
つ
い
て
、
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
の

接
種
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
登
録
に

つ
い
て
は
生
涯
１
回
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は

年
１
回
必
要
で
す
。
必
ず
守
り
、
鑑
札
・
注

射
済
票
を
犬
に
装
着
し
て
く
だ
さ
い
。

●
照
会
先

　

関
保
健
所　

☎
33
―
４
０
１
１

    

生
活
環
境
課
☎
23
―
６
７
３
２

　

ペ
ッ
ト
の
飼
育
や
鳴
き
声
に
関
す
る
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
が
近
所
の
方
に

迷
惑
を
か
け
た
時
は
飼
い
主
の
責
任
と
な
り
ま
す
。
飼
い
主
の
皆
さ
ん
は
責
任
を
持
っ
て

飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

15 広報せき 2013.8.1

保健センター 健康だより 照会先 関市保健センター　☎ 24-0111

防ごう！結
け っ

核
か く

~正しい知識があれば怖くない~

●国内の結核（2010年）
　結核新規登録患者数（新たに結核と登録された患者）　23,261人
　結核死亡者数　　　2,129人　　　　　　（公益社団法人結核予防会「結核の常識　2012」より）

9月24日～30日は「結核予防週間」です。 結核対策のために一人ひとりが正しい知識を持ち、結核のない社会をつくりましょう！

　現代でも結核は1日に64人の新しい患者が発生し、6人が命を落としている日本の重大な感染症です。

結核は過去の病気ではありません

　結核とは、結核菌によって主に肺に炎症が起こる病気です。結核の初期症状ははっきりしたものではありません。以下
のような症状があればすぐに医療機関を受診しましょう。
　早期発見が適切な治療につながり、集団感染を防ぐことにもつながります。
  【こんなときは病院へ！】　●咳やタンが2週間以上続く　●身体がだるい　●急に体重が減る

結核はどんな病気？

　免疫力が低下しないように規則正しい生活を心がけましょう。栄養バランスのよい食事と十分な睡眠、適度な運動が
大切です。また定期的に健康診断を受けましょう。

結核を予防するには？

　結核により昔は多くの方が亡くなりましたが、今は薬が開発され、きちんと薬を飲めば治る病気になりました。

結核は治る病気です！
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　教育委員会が今年度から取り組む「学校教育夢プ

ラン」の一環として、この夏、中学生がアメリカ合衆国

へ派遣されます。6 月16 日、多数の応募の中から選抜

された8 人が集まり、第1 回研修会が市役所で開催さ

れました。メンバー全員の初顔合わせとなり、生徒た

ちは自己紹介を含めて海外研修への抱負を語りまし

た。10 日間のホームステイを通して世界の政治経済

の中心に触れ、将来のリーダーとなる夢を育んでほし

いです。

広報せき 2013.8.1

夢とともに米国で学んできます

　

７
月
に「
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」（
以
下
、市

民
会
議
）の
政
策
提
案
発
表
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
民
会
議
は
、
す
べ
て
公
募
に
よ
る
市
民
の

皆
さ
ん
30
人
で
構
成
し
、
昨
年
９
月
か
ら
関
市

の
課
題
を
洗
い
出
し
、
そ
の
課
題
解
決
に
向
け

て
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
議
論
を
重
ね

た
上
で
、
政
策
提
言
と
し
て
ま
と
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

率
直
に
言
い
ま
す
と
「
は
た
し
て
、
ど
れ
く

ら
い
の
レ
ベ
ル
の
提
言
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
」

と
「
期
待
半
分
、
不
安
半
分
」
だ
っ
た
の
で
す

が
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
し
っ
か
り
と
し
た
現
状

分
析
で
、
財
政
負
担
も
含
め
て
実
現
の
可
能
性

も
考
慮
し
た
提
案
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
発
表

会
を
聞
い
て
い
て
、
心
か
ら
頼
も
し
く
、
ま
た

嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

愛
知
県
高
浜
市
で
は
、
各
小
学
校
区
に
「
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
、
活
発
な
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
関
市
が
進
め
て
い
る
「
地

域
委
員
会
」
の
先
進
事
例
と
し
て
、
担
当
課

と
一
緒
に
私
も
視
察
に
伺
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
と
き
、
高
浜
市
長
か
ら
「
１
％

の
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
課
題
に
関

心
を
持
っ
て
動
け
ば
、
ま
ち
は
変
わ
る
」
と

い
う
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ

れ
は
志
を
持
っ
た
「
志
民
」
で
す
。

　

関
市
の
人
口
は
約
９
万
２
０
０
０
人
で
す

か
ら
９
２
０
人
の
志
民
が
生
ま
れ
れ
ば
、
今

以
上
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
、
関
市
全
体
が
動

い
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
た
に
始
め

た
市
民
会
議
も
、
今
月
号
の
特
集
記
事
で
取

り
上
げ
て
い
る
地
域
委
員
会
も
、
そ
れ
を
目

指
し
た
取
り
組
み
で
あ
り
、
し
か
け
の
ひ
と

つ
で
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
志
民
の
方
と
一
緒
に
歩

み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
％
の
「
志
民
」を

vol.5

6月16日〜7月15日にあった

市内の話題を中心にご紹介します。

関市まちづくり市民会議「政策提案発表会」
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　富野中学校の生徒が7 月10 日、地元を流れる津保川

で鮎の友釣りに挑戦しました。この日、2 年生15 人が津

保川漁協やＮＰＯ法人の「師匠」から手ほどきを受けな

がら、川に入っておとり鮎を付けたさおを操りました。

全員が友釣り初挑戦という中、見事釣り上げた生徒から

は歓声が上がり、さおから伝わる感触を確かめていまし

た。同校では、伝統漁法を体験することで地元住民との

交流を図り、故郷の自然の素晴らしさを学ぼうと毎年実

施しています。

　今年創立70 周年を迎える関商工高等学校は7 月6 日、

わかくさ・プラザ学習情報館に、同校の教育活動の成果

を広く市民の皆さんに知ってもらおうと、サテライト

キャンパスを開設しました。今後は、パネルを使った日

ごろの取り組み内容の紹介や、制作物などの展示を行っ

ていく予定です。生徒たちも実際に同キャンパスを訪

れ、学んだ成果を活かした講座を開くなど、市民の皆さ

んと交流を深めていきます。

　関市は7 月1 日、インターネット（フェイスブックを

利用）上の通販サイト「ＦＢ良品」を利用して、関市の特

産品などの販売を行うネットショップを、東海3 県で初

めて開設しました。現在、刃物、うどん、米粉、天然水など

の計7 店10 品が出されています。刃物など市内の豊富

な特産品を全国に宣伝でき、事業所の販路拡大も期待で

きるものです。今後も選りすぐりの品を増やして多数販

売していく予定で、随時出店者募集しています。ぜひ、皆

さんご利用ください。

　参議院議員選挙の期日前投票期間中の7 月7 日、市役

所・市民ホールの期日前投票所で、市内の中学生が選挙

事務の職場体験をしました。市選挙管理委員会が、政治

や選挙に関心を持つ次世代の若者を育てようと計画。応

募のあった生徒4 人は、投票所の案内や選挙パスポート

の配布、スタンプ押印、投票用紙整理の業務を2 時間ほ

ど体験し、市民へ投票を呼びかけました。投票に訪れた

市民への応対に始めは緊張していましたが、だんだんと

業務に慣れていった様子でした。

　ＪＩＣＡ青年海外協力隊平成25 年度1次隊として、北

アフリカのモロッコへ赴任する橋本奈央さん（下之保）

が6 月26 日、尾関市長を訪問して抱負を語りました。橋

本さんは自らも教師として武儀東小学校に勤務され、今

回、現地では小学校の教育環境改善を目指して、指導方

法についてのアドバイスや教材の作成などに携わりま

す。モロッコの人々が自分たちの教育に自信を持てるよ

う頑張りますとの言葉に、活躍を期待します。

広報せき 2013.8.1

鮎の友釣りに挑戦

関商工 「サテライトキャンパス」 開校

「ＦＢ良品ＳＥＫＩ」 がオープン

中学生が 「選挙事務」 体験

モロッコの教育に情熱を注ぎます
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